




歯の保存に資する技術の評価 

歯周病に関する技術の評価の見直し② 

 改定前 改定後 

【歯周基本治療】 
１ スケーリング（３分の１顎につき） ６４点 
２ スケーリング・ルートプレーニグ（１歯につき） 
イ 前歯                ５８点 
ロ 小臼歯              ６２点 
ハ 大臼歯              ６８点 

３ 歯周ポケット掻爬（盲囊掻爬） 
（１歯につき） 
イ 前歯        ５８点 
ロ 小臼歯        ６２点 
ハ 大臼歯        ６８点 

 
【歯周外科手術】（１歯につき） 
（例） 
４ 歯肉剥離掻爬手術    ６００点 
５ 歯周組織再生誘導手術 
  １次手術        ７３０点 
  ２次手術        ３００点 
手術時歯根面レーザー応用加算  ４０点 

    

【歯周基本治療】 
１ スケーリング（３分の１顎につき）    ６６点 
２ スケーリング・ルートプレーニグ（１歯につき） 
イ 前歯              ６０点 
ロ 小臼歯            ６４点 
ハ 大臼歯            ７２点 

３ 歯周ポケット掻爬 
（１歯につき） 
イ 前歯              ６０点 
ロ 小臼歯            ６４点 
ハ 大臼歯            ７２点 

 
【歯周外科手術】（１歯につき） 
（例） 
４ 歯肉剥離掻爬手術   ６２０点 
５ 歯周組織再生誘導手術 
  １次手術      ７６０点 
  ２次手術      ３２０点 
手術時歯根面レーザー応用加算  ６０点 
 
【歯周病部分的再評価検査】（１歯につき）  １５点 
注 歯周外科手術を行った部位に対して、歯周病の治癒の
状態を評価することを目的として実施した場合に、手術後
に１回に限り算定する。 
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歯の保存に資する技術の評価 
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歯内療法に関する技術の評価の見直し 

 
改定前 改定後 

【歯髄保護処置】（１歯につき） 
３ 間接歯髄保護処置   ２５点 

 
【抜髄】（１歯につき） 
（例） 
１ 単根管       ２２０点 

 
【感染根管処置】（１歯につき） 
（例）  
１ 単根管       １３０点 

  
【根管貼薬処置】（１歯１回につき） 
（例） 
 １ 単根管        ２０点 
  
【根管充填】（１歯につき） 
注１ 加圧根管充填を行った場合は、単根管、２根管又は３
根管以上の所定点数に、１１８点、１４０点又は１６４点をそ
れぞれ加算する。 

【歯髄保護処置】（１歯につき） 
３ 間接歯髄保護処置  ３０点 

 
【抜髄】（１歯につき） 
（例） 
 １ 単根管      ２２８点 
 
【感染根管処置】（１歯につき） 
（例） 
１ 単根管      １４４点 

 
【根管貼薬処置】（１歯１回につき） 
（例） 
 １ 単根管       ２６点 
 
【根管充填】（１歯につき） 
注１ 加圧根管充填を行った場合は、単根管、２根管又は３
根管以上の所定点数に、１２８点、１５２点又は１８４点をそ
れぞれ加算する。 



歯科矯正の適応症の拡大 
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 歯科矯正は、唇顎口蓋裂等の先天性疾患に起因する咬合異常等、疾患としての位置付けが明確
なものについて、診療報酬上評価しているが、患者の視点等を踏まえ、唇顎口蓋裂等の先天性疾
患に起因する咬合異常に対する歯科矯正の適応症について拡大を行う。 
 

［通知］ 

歯科矯正の適応症の拡大 

改定前 改定後 

［療養の給付の対象とする適応症］ 

・唇顎口蓋裂に起因した咬合異常 

・顎離断等の手術を必要とする顎変形症 

・以下の疾患に起因する咬合異常 

 ゴールデンハー症候群（鰓弓異常症を含む。）他３１疾患 

［療養の給付の対象とする適応症］ 

・唇顎口蓋裂に起因した咬合異常 

・顎離断等の手術を必要とする顎変形症 

・以下の疾患に起因する咬合異常 

 ゴールデンハー症候群（鰓弓異常症を含む。）他３１疾患 

小舌症、頭蓋骨癒合症、骨形成不全症、口笛顔貌症候群、

ルビンスタイン-ティビ症候群、常染色体欠失症候群、ラーセ

ン症候群、濃化異骨症、６歯以上の非症候性部分性無歯症 



歯科固有の技術の評価の見直し 
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 歯の修復に資する技術や歯を喪失した際に早期に口腔機能の維持・回復が図られ、生活の質の向上に資する
技術について評価の見直しを行う。 

 

歯の修復治療に関する技術の評価の見直し 

改定前 改定後 
【初期う蝕小窩裂溝填塞処置】   １２０点 
 
【歯冠修復物又は補綴物の除去】（１歯につき） 
１ 簡単       １５点 
２ 困難       ３０点 
３ 根管内ポストを有する鋳造体 ５０点 

 
【歯冠形成】（１歯につき） 
（例） １ 生活歯歯冠形成 
      イ 鋳造冠      ３００点 

   ２ 失活歯歯冠形成 
     イ 鋳造冠      １６０点 
   ３ 窩洞形成 

      イ 単純なもの     ５４点  
      ロ 複雑なもの     ８０点 
 
【う蝕歯即時充填形成】（１歯につき）  １２０点 
 
【鋳造歯冠修復】（１個につき） 
（例）  ２ 全部鋳造冠     ４４５点 
 
【咬合採得】 
１ 歯冠修復（１個につき）   １４点 

【初期う蝕早期充填処置】   １２２点 
 
【歯冠修復物又は補綴物の除去】（１歯につき） 
１ 簡単       １６点 
２ 困難       ３２点 
３ 根管内ポストを有する鋳造体   ５４点 

 
【歯冠形成】（１歯につき） 
（例） １ 生活歯歯冠形成 
      イ 金属冠    ３０６点 

   ２ 失活歯歯冠形成 
      イ 金属冠    １６６点 
   ３ 窩洞形成 

      イ 単純なもの   ６０点 
      ロ 複雑なもの   ８６点 
 
【う蝕歯即時充填形成】（１歯につき）  １２６点 
 
【金属歯冠修復】（１個につき） 
（例） ２ 全部金属冠   ４５４点 
 
【咬合採得】 
１ 歯冠修復（１個につき）   １６点 



歯科固有の技術の評価の見直し 
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早期に口腔機能の維持・回復が図られる補綴治療に関する技術の評価の見直し① 

 改定前 改定後 

【支台築造印象】（１個につき）    ２０点 
【印象採得】 
１ 歯冠修復（１個につき） 
  ロ 連合印象      ６０点 
２ 欠損補綴（１装置につき） 
  
ロ 連合印象         ２２５点 
ハ 特殊印象        ２６５点 
ニ ワンピースキャストブリッジ 

（1）支台歯とポンティック（ダミー）の数の合計が５歯以下
の場合         ２７５点 

（2）支台歯とポンティック（ダミー）の数の合計が６歯以上
の場合        ３２６点 

  
【ポンティック（ダミー）】 

（１歯につき）  ４２８点 
 

【有床義歯】 
（例） 
２ 総義歯（１顎につき）   ２，０６０点 

【鋳造鉤】 
（例） 
 １ 双歯鉤       ２２４点 
 

【支台築造印象】（１個につき）   ２２点 
【印象採得】 
１ 歯冠修復（１個につき） 
  ロ 連合印象     ６２点 
２ 欠損補綴（１装置につき） 
  
 ロ 連合印象      ２２８点 
ハ 特殊印象        ２７０点 
ニ ワンピースキャストブリッジ 
（1）支台歯とポンティックの数の合計が５歯以下の場合 
           ２８０点 
（2）支台歯とポンティックの数の合計が６歯以上の場合 

        ３３２点 
  
【ポンティック】 
  （１歯につき）    ４３４点 
 
【有床義歯】 
（例） 
２ 総義歯（１顎につき）   ２，１００点 

【鋳造鉤】 
（例） 
 １ 双子鉤       ２３０点 



歯科固有の技術の評価の見直し 
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早期に口腔機能の維持・回復が図られる補綴治療に関する技術の評価の見直し② 

改定前 改定後 

【フック、スパー】（１個につき）     ９６点 
 
 
【バー】（１個につき） 
（例） 
 １ 鋳造バー       ４３０点 
 
【有床義歯修理】（１床につき） ２２０点 
注３ 歯科技工加算     ２０点 
 
【有床義歯内面適合法】 
（例） 
２ 総義歯（１顎につき） ７５０点 

【フック、スパー】（１個につき）  １０３点 
 注 保険医療材料料は、所定点数に含まれるものとする。 

  
【バー】（１個につき） 
（例） 
 １ 鋳造バー     ４３８点 
 
【有床義歯修理】（１床につき）  ２２４点 
注３ 歯科技工加算    ２２点 
 
【有床義歯内面適合法】 
（例） 
２ 総義歯（１顎につき） ７７０点 



歯科固有の技術の評価の見直し 
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 臨床の実態と歯科診療報酬点数表の位置づけが必ずしも合致していない項目については診療報
酬上の位置づけを見直すとともに、歯科治療上必要な処置等については、学会等からの要望も踏
まえて診療報酬点数表上に位置づける。 
 
①機械的歯面清掃加算の位置づけの見直し 

歯科疾患管理料及び歯科疾患在宅療養管理料の加算である機械的歯面清掃加算については、そ
の位置付けの見直しを行う。 
 
［告示］ 
 

 

その他の技術の評価の見直し① 

改定前 改定後 

【機械的歯面清掃加算（歯科疾患管理料又は歯科疾患在
宅療養管理料の加算）】           ６０点 
注 当該患者の療養を主として担う歯科医師（以下「主治の
歯科医師」という。）又はその指示を受けた歯科衛生士が、
歯周疾患に罹患している患者であって歯科疾患の管理を
行っているもの（訪問歯科衛生指導料を算定しているも
の又は歯科矯正管理料を算定しているものを除く。）に対
して機械的歯面清掃を行った場合は、月１回に限り所定
点数に60点を加算する。ただし、歯周病安定期治療を算
定した日又は当該加算を算定した翌月は、算定しない。 

【機械的歯面清掃処置】   ６０点 
       
注 歯科疾患管理料又は歯科疾患在宅療養管理料を算定
した患者であって当該患者の療養を主として担う歯科医
師（以下「主治の歯科医師」という。）又はその指示を受け
た歯科衛生士が、歯周疾患に罹患している患者であって
歯科疾患の管理を行っているもの（訪問歯科衛生指導料
を算定しているもの又は歯科矯正管理料を算定している
ものを除く。）に対して機械的歯面清掃を行った場合は、
月１回に限り算定できる。ただし、歯周病安定期治療を算
定した日又は当該処置を算定した翌月は算定しない。 


